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HBHC O 5 10 15 20
10 0．4180 0．4047 O，3967 0．4052 O，4085
30 0．4097 O．3902 0．3958 0．4059 0．4091
50 O．4119 0．3905 0．4028 O．4086 O．4121
70 O．4078 0．3927 0．4095 O．4120 O．4163


































HBHC O 5 10 15 20
10 0．1997 0．1955 O．1954 O．1971 0．2011
30 0．1974 O．1896 0．1933 0．1978 0．2003
50 0．1981 0．1892 O．1969 0．1999 0．2024
70 O．1969 O．1897 O．1997 0．2022 O．2051











HBHC O 5 10 15 20
10 0．2820 O．2778 O．2741 O．2786 O．2947
30 O．2735 O．2790 O．2728 0．2801 O．2960
50 0．2657 O．2779 O．2722 O．2828 0．2950
70 0．2570 0．2723 0．2744 O．2869 0．2997






　　　　HBHC 0 5 10 15 20
10 O．1932 0．1871 O．1900 0．2026 O．1951
30 O．1824 0．1901 O．1874 0．2001 O．1991
50 O．2051 0，183τ O．1877 O．1935 0．1972
70 0．2099 O．1993 O．1965 O．］988 O．且954















































10 0．2886 0．3150 O．3295
15 O．2985 O．3117 O．3307








O 5 10 15
10 O，4119 O．3916 0．4］99 O．4221
一20 0．3957 0．3735 0．4136 O．3896




















































































































T1 1 0 O 1
T2 0 1 1 0
T3 1 0 O－1
T4 O 1 一1 O
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水深を10mm／日として，およその農業用水量の見当をつける．はじめは農業用水なしとして
流出解析を行ない，灌激期における実測流量と推定値との差を眺め，それと減水深10mm／日
とLて見当をつけた値とを見合わせて，農業用水量を定める．あとは試算をして．手直しを
行なえぱよい．
　水文学的農業用水量を定めるのが難しくないならぱ，それを自動的に求める方式など不要
であるが，別の観点から意味があると思われる．水文学的農業用水量は水利権とは無関係で
あるが，やはり水の関係者はそれを大いに気にするのである．したがって，それが主観的判
断による試行錯誤で定められたとなると，その信頼性を問題にする人が出て来る．したがっ
て，水文学的農業用水取水量を自動的に定めるプログラムを作ることは，重大な意味を持つ
と思われる．
　プログラムはきわめて簡単である．たとえぱ、O．2mm／日刻みに，Oから1．0mm／日まで
の6通りの農業用水を仮定し，そのそれぞれについてRQ（I〕，R　D（I）法でモデルと評価値を
求め，その評価を最小とする農業用水を求めれぱよい．それには，評価値を方眼紙上にプロ
ットし，それを眺めて評価を最小とする農業用水量を定めれぽ，O．01～0．02mm／日程度の精
度で定めることができるであろう．なお，農業用水取水期間は，実状とハイドログラフとを
見て場合に応じて定めれぽよい．
　表12は猿ヶ石川田瀬に適用した結果で，濯概期間は5月16日から9月10日までとし，農業
用水をOから1．0（㎜／日）までO．2刻みに変化させ，それぞれの場合に対応する評価値，
およびその階差を示Lたものである．これを図示した図3を見ると，評価値はほぽ放物線上
にのり，階差はほぽ直線にのっている．これから農業用水量はα20mm／日となる．
　実はこの場合，農業用水は全取水期間中一定としている．現実には，代掻期に大量の水が
取水されることが多い．かつて試行錯誤法で猿ヶ石川田瀬を解析したときは，農業用水につ
いて何度か試算した後，5月後半は0．5㎜／日，6月1日から8月31日まではO．15㎜／日と
いう値を得ている．この平均値はO．2mm／日で，上に得た値とよく一致している．
　農業用水量が時期によって変化するとき，それを計算機によって求める工夫をのべる．ま
ず上記の方法で取水期間中一定と仮定した取水量を求める．その一定の農業用水量の仮定の
もとで算出した推定流量と，実測流量との差の旬平均を求める．その際，推定，実測各流量
　　表12農業用水取水量を変えて得られた評価値およびその階差（猿ケ石川田瀬）
Tab16　12　　Criteria　obtained　under　various　intake　of　irrigation
　　　　　wa　t　e　r　and　t　he　i　r　d　i　f　f　e　r　enc　e　s
⑰m／日）
農業用水 O．0　　　　　0．2　　　　　0．4
O．6　　　　　0．8　　　　　1．O
評価O．18340．17460．18180．19930I・22640．2672
階　　差 一88　　　　72 175　　　　　271　　　　　408
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図3農業用水量を変えた場合に対応する
　　　　評価値およびその階差
　　　　○評価値　　十階差
1≡’ig．3　　Cri　teria　corresponding　to
　　　　the　intake　of　irrigation
　　　　wa　t　e　r　and　t　he　i　r　d　i“erence
　　　　ocriteria　　＋diffe1・ence
ともにある値，たとえぱ2mm／日より小さい場合だけについて平均を求める．高水に伴う大
きな誤差を除外するためである．資料が数年の場合，低水の条件を満たす資料の数が減り，
旬平均の中には信頼性の低いものも出て来るが，それは致L方ない．この旬平均をグラフに
描いて眺めると，農業用水の時期的変化のおよその傾向がよみとれる．これと，水利権の取
水量とを見合わせて，水文学的取水量を定めることができる1
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